
M A N I C A  M O B I L E  N E X T  ／  位 置 追 跡  ご 利 用 ガイ ド

位置追跡
ブリッジセット
設置・登録手順書
ブリッジセット（Raspberry Pi＋コーディネータ）を
MANICA に登録して、クラウドと通信できる状態にするまでをご案内します。

登録完了までの流れ
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「Web」はパソコン等のブラウザで開く Web管理画面（https://next.manica.jp/ja/login）で行います。すでに MANICA
MOBILE NEXT をお使いで、位置追跡オプションも有効な方は、手順3から始めてください。受信機・ビーコンの設置は、この手順が
すべて終わってから行ってください（別冊の手順書があります）。

ご用意いただくもの

本製品
ブリッジセット一式（同
梱物は「はじめに」をご
覧ください）

有線 LAN と LAN ケー
ブル
ルータ・ハブの空きポー
ト（DHCP）と、LAN ケ
ーブル。
LAN ケーブルは同梱し
ていません。
Wi‑Fi は非対応

コンセント
ブリッジの電源用に 1 口

パソコン または タブレ
ット
Web管理画面の操作に使
います（一般的なブラウ
ザで可）

本書の内容は 2026年9月時点のものです。画面の表示や文言は、アプリ・Web管理画面の更新により変わることがあります。



はじめに 位置追跡のしくみと、この製品の役割

MANICA MOBILE NEXT の 位置追跡 は、アイテムに付けたビーコンを、保管場所ごとに置いた 受信機 が自動で
見つけ、そのアイテムの保管場所を 人手のスキャンなしで 更新する機能です。本製品の ブリッジ は、受信機が
見つけた情報を集めてクラウド（MANICA）へ送る役目をします。

ビーコン
アイテムに付ける →

電波

受信機
保管場所ごとに1台
受信機どうしで中継

→
電波

ブリッジ（本製品）
Raspberry Pi＋
コーディネータ

→
有線
LAN

MANICA
保管場所が
自動で更新

受信機・ビーコンは別売です。ブリッジ 1 台で、複数の受信機からの情報をまとめて送ります。

同梱物

# 品名 説明

1 ブリッジ本体（Raspberry Pi） ケース入り、SD カード装着済み。設定は出荷時に済んでいます

2 コーディネータ（USB ドングル） ブリッジ本体の USB に挿した状態で届きます。受信機からの電
波を受ける部品です。抜かないでください

3 AC アダプタ micro USB、5V 2A

4 クレームコードカード このブリッジを自社の機器として登録するためのコード（XXXX-

XXXX-XXXX）が書いてあります。大切に保管してください

5 クイックスタート 本書の要約です

位置追跡は有料オプションです

位置追跡を使うには、MANICA MOBILE NEXT の 位置追跡オプション（有償）の契約が必要です（手順
2）。料金は Web管理画面の 契約・お支払い 、または料金ページ（https://next.manica.jp/ja/pricing）
でご確認ください。ブリッジ・受信機・ビーコンは別売です。

ご契約の前にお試しいただくこともできます。サポート（本書の最後の「サポート窓口」）にご連絡くださ
い。



手順 1 MANICA のアカウントを用意する スマートフォン

すでに MANICA MOBILE NEXT の 企業管理者 のアカウントをお持ちの方は、手順2へお進みください。

iPhone / iPad
App Store
iOS 15.0以降

Android
Google Play
Android 10.0以降

位置追跡の設定は「企業管理者」だけができます

ご自身でユーザー登録したアカウントは企業管理者になります。会社の既存アカウントを使う場合は、企業
管理者のアカウントでログインしてください。登録メールは noreply@mg.manica.jp から届きます。

アプリを入手する
下の QR コードからアプリ MANICA MOBILE NEXT をインストールします。ストアで「MANICA」と検
索しても見つかります。

1

ユーザー登録・本登録をする
アプリを起動し、画面右上の人型アイコン → ユーザー登録 から、メールアドレスと希望するログインID
を登録します。メールで届くユーザIDと仮パスワードでログインし、案内に従って本登録を済ませてくだ
さい。
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手順 2 位置追跡オプションを有効にする Web管理画面

お試しでご利用になりたいとき・請求書払い（Enterprise）のお客様

位置追跡オプションは有償ですが、ご契約の前にお試しいただくこともできます。Web管理画面の
企業管理 → お問い合わせ から、お試しを希望する旨をご連絡ください。請求書払いでご契約中のお客様

も、同じくお問い合わせからオプションの追加をご依頼ください。いずれも担当者が有効にします（手順2-
2〜3の手続きは不要です）。

Web管理画面にログイン
パソコンのブラウザで https://next.manica.jp/ja/login を開き、アプリと同じユーザIDとパスワードで
ログインします。

1

契約・お支払いを開く
左側のメニューから 契約・お支払い を開きます。

2

オプション「位置追跡」を選んで契約する
オプションの 位置追跡 を選び、 Stripeで契約手続きへ から手続きを完了します。

3

メニューを確認する
契約が済むと、左メニューの 企業管理 グループに 受信機管理 が現れます。
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手順 3 クレームコードを登録する Web管理画面

クレームコードを登録すると、このブリッジが 自社の機器 として MANICA に結び付きます。電源をつなぐ前に
登録しておくと、このあと設置する受信機がすぐに一覧に現れます。

クレームコードを登録

スターターキット同梱のカードに記載されたコードを入力してください。

クレームコード

XXXX-XXXX-XXXX

キャンセル 登録

画面イメージ

登録できると、受信機管理の上部にブリッジの行（「コード末尾 ○○○○」「最終通信: 未通信」）が表示されま
す。電源をつなぐ前なので、この時点では「未通信」で正常です。

表示されるメッセージ 原因と対処

このクレームコードは使用できません。カードの
記載をご確認ください。

入力の誤りが考えられます。0（ゼロ）と O（オー）など、紛ら
わしい文字をご確認ください。改善しない場合はお問い合わせく
ださい。

このブリッジは既に登録済みです。 自社にすでに登録されています。もう一度登録する必要はありま
せん。

受信機管理を開く
左メニューの 企業管理 → 受信機管理 を開きます。

1

「クレームコードを登録」をクリック
初めてのときは「ブリッジがまだ登録されていません」と表示され、その下に クレームコードを登録 があ
ります。2台目以降は ブリッジを追加 をクリックします。

2

コードを入力して登録
カードに書かれたコードを XXXX-XXXX-XXXX の形で入力し、 登録 をクリックします。
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手順 4 LAN ケーブルと電源をつなぐ 手作業

置き場所を決める

有線 LAN の差し込み口とコンセントに届く場所に置きます。
コーディネータは、受信機からの電波を受けます。受信機を設置する場所（倉庫・保管庫など）になるべく近
い位置に置いてください。受信機どうしは電波を中継し合うので、すべての受信機の近くである必要はありま
せん。
受信機どうし、受信機とブリッジの間の距離は、見通しのよい屋内で約 50 m までが目安です。壁・金属の
棚・扉などがあると短くなるので、受信機を設置したら、受信機のランプ（点灯＝ブリッジまで届いている）
で確認してください。
金属の棚の中・金属の箱の中・床の上は、電波が弱くなるので避けてください。

つなぐ

ネットワークの条件

有線 LAN で、DHCP（IP アドレスの自動割り当て）が使えること。Wi‑Fi には対応していません。
インターネットへの HTTPS（443 番ポート・外向き） の通信が許可されていること。社内のネットワ
ークで通信先を制限している場合は、next.manica.jp への通信を許可してください。

コーディネータが挿さっていることを確認する
ブリッジ本体の USB 端子に、コーディネータ（USB ドングル）が挿さっていることを確かめます。

1

LAN ケーブルをつなぐ
お手元の LAN ケーブル（本製品には同梱していません）で、ブリッジ本体とルータ（またはハブ）の空き
ポートをつなぎます。

2

電源をつなぐ
付属の AC アダプタをブリッジ本体の micro USB 端子につなぎ、コンセントに挿します。電源スイッチは
ありません。つなぐと自動で起動します。

3

数分待つ
起動してクラウドとの通信を始めるまで、数分かかります。画面やキーボードをつなぐ必要はありませ
ん。
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紐付けを解除

手順 5 通信を確認する Web管理画面

受信機管理 ブリッジを追加

ブリッジ　コード末尾 7Q2K　／受信機 0 台　最終通信: 2026/09/28 10:15　

受信機がまだ検出されていません。ルータとコーディネータを設置して電源を入れると、数分以内にここに表示されます。

画面イメージ（コード末尾・日時はお客様ごとに異なります）

ここまででブリッジの登録は完了です

続けて、別冊の 「受信機 設置・登録手順書」 に沿って受信機を設置してください。受信機の電源を入れる
と、この画面の一覧に「未割当」の受信機が自動で現れます。

20分以上たっても「未通信」のままのとき

LAN ケーブルが両端ともしっかり挿さっているか、ネットワークの条件（手順4）を満たしているかをご確
認のうえ、AC アダプタを抜いて 10 秒待ってから挿し直してください。改善しない場合はお問い合わせく
ださい。

受信機管理を開き直す
電源をつないで数分たったら、 企業管理 → 受信機管理 を開き直します（ブラウザの再読み込み）。

1

「最終通信」に時刻が入っていることを確認する
ブリッジの行が「最終通信: 未通信」から、日時の表示に変わっていれば、ブリッジはクラウドと通信でき
ています。ブリッジは 10 分ごとに稼働状況を報告するので、「最終通信」は 10 分ごとに新しくなります。

2



運用 設置後に知っておいていただきたいこと

停電・電源の抜き差し

電源が戻ると自動で起動し、通信を再開します。特別な操作は要りません。電源を切るときも、シャットダウン
の操作は不要です（AC アダプタを抜くだけで構いません）。

コーディネータは挿したままにする

コーディネータを抜くと、受信機からの情報が届かなくなり、ブリッジの「最終通信」も止まります。抜けてい
た場合は挿し直してください（電源の入れ直しは不要です）。

ブリッジが止まったときの通知

ブリッジの「最終通信」が 3時間以上 途絶えると、Web管理画面の上部に警告が表示され、企業管理者あてにメ
ールでもお知らせします（24時間に1回まで）。メールは 企業管理 → 企業設定 の 位置追跡の警告メール で止
められます。

ブリッジを別の拠点・別の会社で使うとき

受信機管理のブリッジの行にある 紐付けを解除 で、自社との結び付きを外せます。解除すると、そのブリッジ
につながっていた受信機の登録と保管場所の割り当ても消えます。同じクレームコードで再登録できますが、受
信機の名称と保管場所は割り当て直しになります。

Q&A 困ったとき

症状 対処

「位置追跡オプションが有効になってい
ません」と表示される

オプションの契約がまだ反映されていません。手順2をもう一度ご確認のう
え、改善しない場合はお問い合わせください。

左メニューに「受信機管理」がない 位置追跡オプションが有効になっていないか、企業管理者以外のアカウン
トでログインしています（手順1・2）。

「最終通信」が更新されない／ブリッジ
が止まった旨の警告が出た

LAN ケーブルが挿さっているか、ネットワークで DHCP と HTTPS（443
番ポート・外向き）が許可されているかをご確認のうえ、電源を入れ直し
てください。コーディネータが抜けていないかもご確認ください。

クレームコードのカードをなくした お問い合わせください。すでに登録済みであれば、登録し直す必要はあり
ません。

Wi‑Fi でつなぎたい 本製品は有線 LAN 専用です。Wi‑Fi の中継器（有線 LAN 端子付き）など
を使う場合は、その機器の有線 LAN 端子につないでください。

受信機が一覧に出てこない 別冊「受信機 設置・登録手順書」の Q&A をご覧ください。



ご注意 ご利用上の注意

屋内でお使いください。水ぬれ・結露・直射日光・高温になる場所を避けてください。
ケースを開けたり、SD カードを抜いたりしないでください。設定が失われ、動かなくなることがあります。
付属の AC アダプタをお使いください。
ブリッジの中身の更新（ソフトウェア）は、弊社から遠隔で行います。お客様の操作は不要です。

お問い合わせ サポート窓口

操作方法・位置追跡の機能について
Web管理画面の 企業管理 → お問い合わせ から、いつでもご相談いただけます（担当者が回答します）。
お問い合わせフォーム　https://www.hayato.info/home/contact.htm

オンラインヘルプ
https://next.manica.jp/ja/help（「9.11 受信機管理」）


